
まちの人口（平成２３年４月１日現在）【住民基本台帳登録人口＋外国人登録者数】

総人口 18,457 人（△ 76）　男 8,965 人（△ 32）　女 9,492 人（△ 44）　世帯数 6,937 世帯（△ 6）　※（　）内は前月比
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４月５日、永田地内のびわのかげ保育所の開所式、

入所式が行われ、１歳から５歳までの１３２名が

入所しました

びわのかげ保育所開所式
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東 日 本 大 震 災

　

町
で
は
避
難
者
を
受
け
入
れ
る
た

め
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
寝
具
や
衣

類
等
の
協
力
を
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
、
た
く
さ
ん
の
物
資
が
集
ま
り
、

避
難
者
ら
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
地
区
や
各
種
団
体
、
個

人
の
方
か
ら
た
く
さ
ん
の
義
援
金
が

寄
せ
ら
れ
、
町
で
は
寄
せ
ら
れ
た
義

援
金
を
日
本
赤
十
字
福
島
県
支
部
に

届
け
ま
し
た
。

　

田
島
出
身
で
千
葉
県
に
お
住
ま
い

の
樋
口
ま
な
み
さ
ん
は
、
南
会
津
町

　

幸
い
南
会
津
町
は
被
害
が
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
地
震
直

後
は
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
の
燃
料

が
手
に
入
り
に
く
く
な
り
、
路
上
に

は
ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
よ
う
と
す
る
車

で
長
い
行
列
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
部
の
食
料
品
や
紙
お
む

つ
な
ど
も
購
入
で
き
な
く
な
り
、
不

便
な
生
活
に
不
安
を
感
じ
ま
し
た
。

　

当
た
り
前
の
生
活
が
、
実
は
と
て

も
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

　

町
で
は
、地
震
発
生
の
翌
日
か
ら
、

多
く
の
方
々
に
協
力
い
た
だ
き
な
が

ら
炊
き
出
し
を
行
い
、
毎
日
、
被
災

地
に
お
に
ぎ
り
を
届
け
た
ほ
か
、
鏡

　

平
成
23
年
３
月
11
日
午
後
２
時
46

分
、
国
内
観
測
史
上
最
大
の
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
９
．
０
と
い
う
巨
大
地
震

が
東
北
地
方
で
発
生
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
地
震
そ
の
も
の
に
よ
る

被
害
も
大
変
な
も
の
で
し
た
が
、
地

震
で
発
生
し
た
大
津
波
に
よ
り
、
太

平
洋
沿
岸
の
市
町
村
は
壊
滅
的
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
地

震
で
大
き
な
被
害
を
受
け
、今
な
お
、

予
断
を
許
さ
な
い
福
島
原
子
力
発
電

所
の
放
射
能
漏
れ
・
・
・

　

地
震
発
生
１
週
間
後
の
３
月
18
日

に
は
死
者
が
６
，９
１
１
人
に
上
り
、

平
成
７
年
１
月
に
発
生
し
た
阪
神･

淡
路
大
震
災
を
超
え
る
戦
後
最
悪
の

自
然
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

　

死
者
数
は
、
日
に
日
に
増
え
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
被
害
に

遭
わ
れ
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

戦
後
最
悪
の
自
然
災
害

多
く
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
た

当
た
り
前
の
生
活
が

　

恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
・
・
・

被
災
者
支
援
の
た
め
町
民
活
躍

石
町
へ
給
水
車
で
水
を
運
び
ま
し

た
。

　

南
会
津
建
築
士
会
で
は
、
震
災
直

後
、
県
南
地
区
に
被
災
建
築
物
応
急

危
険
度
判
定
士
を
派
遣
し
、
建
物
の

被
害
状
況
な
ど
を
診
断
し
ま
し
た
。

　

奈
良
屋
さ
ん
は
二
本
松
市
の
避
難

所
で
温
か
い
う
ど
ん
を
、
み
な
み
や

ま
観
光
㈱
さ
ん
は
、
田
村
市
の
避
難

所
で
豚
汁
を
そ
れ
ぞ
れ
提
供
し
、
避

難
者
に
と
て
も
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
永
田
地
区
を
は
じ
め
、
各

地
区
で
避
難
者
受
入
れ
に
御
協
力
い

た
だ
き
、
食
事
の
提
供
な
ど
、
温
か

く
避
難
者
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

集められた救援物資と仕分けするボランティア おにぎりを作るボランティア給油待ちの車でできた長い行列

野菜や花を届けてくれた樋口さん親子

に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
に
届
け
よ
う

と
、
南
房
総
市
の
農
業
生
産
者
に
野

菜
等
の
提
供
を
依
頼
し
、
提
供
し
て

い
た
だ
い
た
野
菜
や
花
を
、
ガ
ソ
リ

ン
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
、
自
ら
車

を
運
転
し
て
町
役
場
ま
で
届
け
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

2011.3.11 午後 2 時 46 分 ･･･放射能が人体に及ぼす影響について

　今回の大震災で被害を受けた東京電力福島原子力発電所の放射能漏れによる人体や農作物への影響
については、県内の一部市町村で水道水の摂取制限が出されたり、農産物等の出荷が停止されたりと
深刻な問題となっています。
　３月２８日に採取した町内の水道水（３６施設）からは、放射性物質は検出されませんでしたが、
今後も注意していく必要があります。
　以下、放射能の影響などについて、福島県放射線健康リスク管理アドバイザーの長崎大学大学院医
歯薬学総合研究科長（医学博士）山下俊一氏の記者会見内容の一部を紹介します。（福島県災害対策本
部ホームページより）

　３月３１日現在、町民の皆さまより、３５件、２，２８４，７９６円の義援金が寄せられました。
　この義援金は日本赤十字社を通し、被災された方々に迅速かつ公平に配分されます。
　町では、引き続き義援金を受け付けています。
１、募集期間　平成２３年９月３０日（金）まで
２、受付窓口　本庁健康福祉課社会福祉係および各総合支所町民課健康福祉係
　※直接、郵便振替・銀行振込することもできます。
　①郵便振替　加入者名 日本赤十字社東北関東大震災義援金
　　　　　　　口座番号　００１４０－８－５０７
　　　　　　※通信欄に「東北関東大震災義援金」と明記してください。
　　　　　　※窓口での取り扱いの場合、振替手数料は免除されます。
　②銀行振込　東邦銀行南福島支店　普通預金　口座番号　６１２６６８
　　　　　　　口座名義　日本赤十字社福島県支部
　　　　　　※窓口での取り扱いの場合、同行間の送金手数は無料です。

Ｑ：　福島市で環境放射能の測定値が１時間当たり２０マイクロシーベルトと高くなっているが、
　　安定ヨウ素剤の配布は必要ないのか？

Ａ：　１時間当たり２０マイクロシーベルトの放射線が降り注いだとして、人体に取り込まれる量は
　　約１／１０の１時間当たり２マイクロシーベルト以下か更に少ないと考えられます。２マイクロ

　　シーベルトを２４時間受け続けたとしても約５０マイクロシーベルトにしかなりません。

　　　世界中には、１年間に１０ミリシーベルトや５０ミリシーベルトの被ばくを自然界から受ける

　　放射線の高い地域があり、その環境下に住んでいる方々でも、将来ガンになるリスクは、他の地

　　域の方々と全く変わりません。

　　　安定ヨウ素剤の配布は、その場に２４時間滞在すると５０ミリシーベルトを超えると予測され

　　る場合になされます。現在の１時間当たり２０マイクロシーベルトは極めて少ない線量で、１ヶ

　　月続いた場合でも、人体に取り込まれる量は約１／１０のため１ないし２ミリシーベルトですの

　　で、健康への影響はなく、この数値で安定ヨウ素剤を今すぐ服用する必要はありません。

　　※シーベルト：放射線による人体への影響度合いを表す単位

　　　　　　　　　１マイクロシーベルト＝０．００１ミリシーベルト

Ｑ：　飲用水（水道水）から放射性ヨウ素が検出されているが、本当に安全なのか？

Ａ：　今回の事故で、環境中に放射能が放出されているのは事実です。しかし、３月１９日２３時現
　　在における数字は２４ベクレル／ kgであり、飲料水の基準値である３００ベクレル／ kgを大きく

　　下回っております。また、放射性ヨウ素の半減期は８日と短く、短期間で希釈されますので、甲

　　状腺が影響を受けるということは全くありません。また現状のレベルでは全く心配ありません。

　　 （一時、３００ベクレル／ kgを上回った地域もありますが、現在は下回っています）

　　※ベクレル：放射能の強さを表す単位。食品や水道水に含まれる放射性物質の量などを判断する

　　　　　　　　際に使う。

Ｑ：　半径２０～３０ｋｍの範囲を屋内退避区域として設定するのは妥当か？

Ａ：　チェルノブイリ原発の事例では、避難区域が最大３０ｋｍに設定されました。ただし、今回の
　　事故は、チェルノブイリ原発と同様の事故には至らないと思われるので、妥当な範囲と考えられ

　　ます。

御協力ありがとうございます

■問い合わせ　本庁健康福祉課社会福祉係　℡ 0241-62-6170　
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会 計 名 本 年 度 予 算 額
対前年比

（％）

一 般 会 計 114 億 2,400 万円 △ 0.3

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 21 億 7,800 万円 △ 5.8

後期高齢者医療特別会計 2億 1,000 万円 △ 0.9

介 護 保 険 特 別 会 計 16 億 6,740 万円 5.5

農林業集落排水事業特別会計 1億 5,200 万円 △ 7.3

公共下水道事業特別会計 3億 8,400 万円 1.3

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 6億 2,700 万円 13.4

水 道 事 業 会 計 2億 3,619 万円 7.4

合 計 168 億 7,859 万円 △ 0.0

平成２３年度 一般会計および特別会計予算総括表

予算総額168 億 7,859 万円（前年比 △147 万円）

雇用の創出や地産地消の推進、物産品の販路拡

大などによる地域経済の活性化を図ります

持続可能な財政基盤を構築し、将来予測に耐え

うる町づくりのために基金を積み立てます

■主な事業

　・雇用対策事業（1億 4,488 万円）

地域における雇用機会の創出と離職者への

就業機会の提供

　・新物流システム構築事業（952 万円）

町内で販売されている物産品を安価で配

達できる物流システムの構築

■主な事業

　・地域づくり振興基金積立（1億 7,000 万円）

地方交付税の合併算定替終了後の財源確保

のため基金造成

　・庁舎建設基金積立（2億円）

老朽化した本庁舎の建て替えのための基

金造成

町民の笑顔あふれる生活のために、保健・医療・

福祉の充実を進めていきます

景観や環境に配慮した南会津らしいまちづくり

を進めていきます

■主な事業

　・子ども医療費給付事業（5,910 万円）

子育て家庭の経済的負担を軽減し、安心し

て医療が受けられるように中学３年生まで

の医療費を無料化

　・南郷地域統合保育所整備設事業

　　　　　　　　　　　　　（１億 4,670 万円）

南郷保健福祉センターを統合保育所とし

て改修し、良好な保育環境を整備

■主な事業

　・景観づくり推進事業（595 万円）

町の豊かな景観を保全するため、町の歴史、

文化、風土にあった景観計画を策定

　・木質バイオマスボイラー建設事業

　　　　　　　　　　　　　　（6,734 万円）

自然エネルギーの活用と燃料費の抑制 ･温

室効果ガスの低減のため、きらら２８９に

チップボイラーを設置

安心・安全で快適な暮らしのための生活基盤や

生活環境の充実を進めていきます

集落機能の維持や地域住民の自発的な取り組み

を支援します

■主な事業

　・公共交通対策事業（2,428 万円）

生活路線バスの運行維持対策補助や高齢

運転者の運転免許証自主返納者に対し公

共交通利用運賃を支援

　・有害鳥獣被害対策事業（649 万円）

獣害対策ネットや柵等の被害防除設置費

補助、捕獲報奨金制度の創設による被害

対策の実施

■主な事業

　・集落支援事業（747 万円）

集落支援員を設置し、高齢化率が高く人

口規模の小さな集落を対象に支援を行う

　・元気のでる地域づくり支援事業
　　　　　　　　　　　　　　（1,000 万円）

地域住民が地域資源を活用して自発的か

つ創造的に実施し、かつ発展性・持続性

の高い事業に対し支援を行う

明るく元気な南会津っ子のための教育環境等の

整備に取り組んでいきます

■主な事業

　・田島地域給食センター整備事業（2,246 万円）

給食が実施されていない田島地域３中学

校の給食センターの備品整備等

（建設主体工事は 22 年度補正予算計上済み）

　・町立学校耐震化事業（3,440 万円）

耐震化基本設計及び実施設計委託（荒海

小学校・荒海中学校）

■主な事業

　・産地生産力強化総合支援事業（2,296 万円）

農業機械導入やパイプハウス建設及び種苗

等の購入等を補助

　・川島地区交流施設建設事業（4,005 万円）

川島地区に農産物や地場産品等の販売ス

ペースを兼ね備えた交流施設を建設

基幹産業である農林業の振興による産業振興や

交流人口拡大等地域の活性化を図ります

▼ 一般会計歳入予算内訳▼ 一般会計歳出予算内訳(目的別）

◆平成23年度の主な事業◆

議会費（1.4％）予備費（0.3％）

総務費（16.7％）

民生費（21.0％）

衛生費（8.6％）

労働費（1.3％）農林水産業費（5.9％）

商工費（5.5％）

土木費（9.5％）

消防費（4.6％）

教育費（9.0％）

公債費（16.2％）

災害復旧費（0.0％）

町税（12.5％）

（17.3％）

（82.7％）

自主財源

依存財源

繰入金（1.1％）
繰越金（0.3％）
諸収入（1.5％）

地方交付税（57.2％） 町債（9.6％）

県支出金（6.5％）

国庫支出金（5.5％）

その他①（1.9％）

その他②（3.9％）

使用料・手数料、
財産収入	など

地方譲与税、
地方特例交付金など

歳 入

平成23年度

南会津町当初予算

自主財源（17.3％）：町の権限で自主的に収入できる財源
依存財源（82.7％）：国などを経由する財源で町の裁量が
　　　　　　　　　  制限されている財源

歳 出
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旧組織 新組織

農林課 林政係

事業係

事業係

生涯学習係

農政係

国土調査係

社会の変化に迅速に対応し、効率的な行財政運営を行うため、

役場の組織が次のとおり変わりました

農林課

商工観光課

生涯学習課

総務課

住民課

分室

舘岩・伊南・南郷分室

各総合支所
各総合支所

舘岩・伊南・南郷分室の統合

分室

文化ホール

中央公民館

ひかり保育所

荒海保育所 びわのかげ保育所

檜沢保育所

商工観光課

生涯学習課

町民課

林政係

商工振興係

社会教育係

総務係

住民生活係

学校教育係

商工振興係

生涯学習係

総務係

農政係

国土調査係

観光交流係

文化振興係

税務係

健康福祉係

生涯学習係

観光交流係

芸術文化係

住民税務係

雇用対策係

文化財係

健康福祉係

農林土木係

人事異動
２０１１

　４月１日付人事異動の

　お知らせをします

【
課
長
相
当
職
】

▽
総
合
政
策
課
長
（
住
民
生
活
課
長
）
長
沼

芳
樹
▽
参
事
・
税
務
課
長
（
参
事
・
商
工
観

光
課
長
）
星
光
幸
▽
参
事
・
住
民
生
活
課
長

（
総
合
政
策
課
長
【
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
田

島
所
長
】
）
宍
戸
英
樹
▽
商
工
観
光
課
長
（
ひ

か
り
保
育
所
長
・
田
部
原
保
育
所
長
）
湯
田

文
則
▽
建
設
課
長
（
総
合
政
策
課
主
幹
【
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
田
島
事
務
局
長
】
）
鈴
木

忠
男
▽
会
計
管
理
者
・
会
計
室
長
（
会
計
室

長
）
杉
原
一
成
▽
生
涯
学
習
課
長
・
文
化
ホ
ー

ル
館
長
・
中
央
公
民
館
長
・
図
書
館
長
・
田

島
体
育
館
長
（
本
庁
総
務
課
主
幹
【
一
般
財

団
法
人
南
会
津
町
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務

局
長
】
）
湯
田
順
一
▽
舘
岩
総
合
支
所
長
（
会

計
管
理
者
兼
税
務
課
長
）
馬
場
増
男
▽
伊
南

総
合
支
所
長
・
伊
南
会
館
長
【
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
伊
南
所
長
】
（
生
涯
学
習
課
長
・
文

化
ホ
ー
ル
館
長
・
中
央
公
民
館
長
・
図
書
館

長
・
田
島
体
育
館
長
）
酒
井
直
伸
▽
南
郷
総

合
支
所
長
・
南
郷
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
【
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
南
郷
所
長
】
（
南
郷
総
合

支
所
振
興
課
長
）
近
藤
甚
悦
▽
舘
岩
総
合
支

所
町
民
課
長
・
舘
岩
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
（
舘

岩
総
合
支
所
住
民
課
長
・
舘
岩
保
健
セ
ン

タ
ー
所
長
）
大
竹
洋
一
▽
伊
南
総
合
支
所
町

民
課
長
・
伊
南
保
育
所
長
・
保
健
セ
ン
タ
ー

す
こ
や
か
所
長
（
伊
南
総
合
支
所
住
民
課
長

補
佐
・
健
康
福
祉
係
長
）
河
原
田
光
靖
▽
南

郷
総
合
支
所
町
民
課
長
（
南
郷
総
合
支
所

住
民
課
長
・
南
郷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所

長
・
山
口
保
育
所
長
）
星
正
信
▽
南
郷
総

合
支
所
振
興
課
長
（
南
郷
総
合
支
所
総
務

課
主
幹
【
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
南
郷
事
務

局
長
】
）
馬
場
美
光
▽
教
育
委
員
会
分
室

長
・
学
校
教
育
係
長
（
教
育
委
員
会
伊
南

分
室
長
・
伊
南
村
史
編
さ
ん
室
長
・
伊
南

武
道
館
長
・
伊
南
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）

星
善
光
▽
び
わ
の
か
げ
保
育
所
長
（
舘
岩

総
合
支
所
振
興
課
長
補
佐
・
農
林
建
設
係

長
）
星
不
二
夫
▽
田
部
原
保
育
所
長
（
檜

沢
保
育
所
長
・
主
任
保
育
士
）
星
光
子
▽

総
合
歴
史
民
俗
文
化
財
保
存
施
設
館
長
・

事
業
係
長
（
健
康
福
祉
課
長
補
佐
・
社
会

福
祉
係
長
・
檜
沢
保
育
所
長
補
佐
）
室
井

智
▽
山
口
保
育
所
長
・
富
田
保
育
所
長
（
教

育
委
員
会
南
郷
分
室
長
・
奥
会
津
博
物
館

南
郷
館
長
・
南
郷
体
育
館
長
）
馬
場
信
義

▽
環
境
水
道
課
主
幹
【
衛
生
組
合
統
合
担

当
】
（
本
庁
総
務
課
主
幹
【
南
会
津
地
方

広
域
市
町
村
圏
組
合
南
会
津
地
方
環
境
衛

生
検
討
対
策
室
長
】
）
渡
部
正
義

【
課
長
補
佐
相
当
職
】

▽
総
合
政
策
課
長
補
佐
・
地
域
振
興
係
長

（
建
設
課
長
補
佐
【
大
規
模
施
設
改
修
担

当
】
）
野
中
英
昭
▽
健
康
福
祉
課
長
補
佐
・

社
会
福
祉
係
長
（
住
民
生
活
課
主
任
主
査
・

戸
籍
住
民
係
長
）
舟
木
由
紀
子
▽
農
林
課

長
補
佐
・
林
政
係
長
（
本
庁
総
務
課
主
任

主
査
・
財
政
係
長
）
小
寺
俊
和
▽
商
工
観

光
課
長
補
佐
・
雇
用
対
策
係
長
（
本
庁
総

務
課
長
補
佐
・
管
財
係
長
）
羽
染
正
巳
▽

建
設
課
長
補
佐
・
土
木
係
長
（
建
設
課
主

任
主
査
・
土
木
係
長
）
大
橋
三
郎
▽
建
設

課
長
補
佐
（
舘
岩
総
合
支
所
振
興
課
長
補

佐
・
企
画
観
光
係
長
）
馬
場
正
博
▽
議
会

事
務
局
長
補
佐
・
議
事
係
長
（
総
合
政
策

課
長
補
佐
・
地
域
振
興
係
長
）
鈴
木
雄
蔵

▽
学
校
教
育
課
長
補
佐
・
学
校
係
長
（
南

郷
総
合
支
所
総
務
課
長
補
佐
・
税
務
係
長
）

居
倉
雅
彦
▽
生
涯
学
習
課
長
補
佐
・
文
化

財
係
長
（
生
涯
学
習
課
長
補
佐
・
文
化
振

興
係
長
・
中
央
公
民
館
長
補
佐
）
渡
部
徹

▽
舘
岩
総
合
支
所
町
民
課
長
補
佐
・
住
民

税
務
係
長
（
舘
岩
総
合
支
所
総
務
課
長
補

佐
・
税
務
係
長
）
門
脇
孝
始
▽
舘
岩
総
合

支
所
振
興
課
長
補
佐
・
農
林
建
設
係
長
（
舘

岩
総
合
支
所
振
興
課
主
任
主
査
・
環
境
水

道
係
長
）
阿
久
津
弘
典
▽
伊
南
総
合
支
所

町
民
課
長
補
佐
・
総
務
係
長
（
伊
南
総
合

支
所
総
務
課
長
補
佐
・
総
務
係
長
）
五
十

嵐
正
雄
▽
伊
南
総
合
支
所
町
民
課
主
任
主

査
【
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
伊
南
所
長
補
佐
】

（
議
会
事
務
局
長
補
佐
・
議
事
係
長
）
星

欣
一
▽
伊
南
総
合
支
所
振
興
課
長
補
佐
・

農
林
建
設
係
長
（
伊
南
総
合
支
所
振
興
課

主
任
主
査
・
農
林
建
設
係
長
）
湯
田
信
隆

▽
南
郷
総
合
支
所
町
民
課
長
補
佐
・
健
康

福
祉
係
長
（
学
校
教
育
課
長
補
佐
・
学
校

係
長
）
馬
場
宗
一
▽
南
郷
総
合
支
所
振
興

課
長
補
佐
・
環
境
水
道
係
長
（
南
郷
総
合

支
所
振
興
課
主
任
主
査
・
環
境
水
道
係
長
）

星
義
春
▽
教
育
委
員
会
分
室
長
補
佐
・
生

涯
学
習
係
長
（
伊
南
総
合
支
所
振
興
課
長

補
佐
・
企
画
観
光
係
長
）
五
十
嵐
小
一
郎

▽
生
涯
学
習
課
主
任
主
査
・
生
涯
学
習
係

長
（
生
涯
学
習
課
主
任
主
査
・
社
会
教
育

係
長
）
小
寺
冨
士
子
▽
舘
岩
総
合
支
所
町

民
課
主
任
主
査
・
総
務
係
長
（
舘
岩
総
合

支
所
総
務
課
主
任
主
査
・
総
務
係
長
）
星

利
充
▽
伊
南
総
合
支
所
町
民
課
主
任
主

査
・
住
民
税
務
係
長
（
伊
南
総
合
支
所
住

民
課
主
任
主
査
・
住
民
生
活
係
長
）
河
原

田
善
一
▽
伊
南
総
合
支
所
町
民
課
主
任
主

査
・
健
康
福
祉
係
長
（
本
庁
総
務
課
主
任

主
査
【
一
般
財
団
法
人
南
会
津
町
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
】
）
大
山
正
幸
▽
伊
南
総
合

支
所
振
興
課
主
任
主
査
・
企
画
観
光
係
長
（
農

林
課
主
任
主
査
・
農
政
係
長
）
星
恵
一
▽
南

郷
総
合
支
所
町
民
課
主
任
主
査
・
総
務
係
長

（
南
郷
総
合
支
所
総
務
課
主
任
主
査
・
総
務

係
長
）
齋
藤
二
郎
▽
伊
南
総
合
支
所
町
民
課

主
任
主
査
【
キ
ャ
ッ
プ
】
【
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
伊
南
】
（
伊
南
総
合
支
所
総
務
課
主
査

【
キ
ャ
ッ
プ
】
【
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
伊
南
】
）

馬
場
誠
▽
南
郷
総
合
支
所
町
民
課
主
任
主

査
・
住
民
税
務
係
長
（
南
郷
総
合
支
所
住
民

課
住
民
生
活
係
長
）
齋
藤
由
美
▽
南
郷
総
合

支
所
振
興
課
主
任
主
査
・
農
林
建
設
係
長
（
南

郷
総
合
支
所
振
興
課
農
林
建
設
係
長
）
酒
井

浩
哉
▽
健
康
福
祉
課
主
任
保
健
技
査
（
健
康

福
祉
課
保
健
技
査
）
渡
部
和
子
▽
会
計
室
主

任
主
査
（
会
計
室
主
査
）
室
井
康
子
▽
伊
南

総
合
支
所
町
民
課
主
任
主
査
（
伊
南
総
合
支

所
住
民
課
主
任
主
査
）
星
光
恵
▽
伊
南
総
合

支
所
町
民
課
主
任
保
健
技
査
（
伊
南
総
合
支

所
住
民
課
主
任
保
健
技
査
）
星
美
佐
子
▽
伊

南
総
合
支
所
振
興
課
主
任
主
査
（
教
育
委
員

会
伊
南
分
室
主
任
主
査
）
金
谷
信
定
▽
南
郷

総
合
支
所
町
民
課
主
任
主
査
（
南
郷
総
合
支

所
総
務
課
主
査
）
五
十
嵐
光
▽
教
育
委
員
会

分
室
主
任
主
査
（
学
校
教
育
課
主
任
主
査
）

小
林
礼
子
▽
び
わ
の
か
げ
保
育
所
長
補
佐

（
舘
岩
幼
稚
園
教
頭
）
湯
田
文
枝
▽
び
わ
の

か
げ
保
育
所
主
任
保
育
士
（
富
田
保
育
所
主

任
保
育
士
）
広
野
幸
子
▽
富
田
保
育
所
主
任

保
育
士
（
荒
海
保
育
所
主
任
保
育
士
）
大
竹

富
士
子
▽
舘
岩
幼
稚
園
教
頭
（
ひ
か
り
保
育

所
主
任
保
育
士
）
小
勝
信
子

【
係
長
相
当
職
】

▽
総
務
課
財
政
係
長
（
本
庁
総
務
課
主
査
）

遠
藤
知
樹
▽
総
務
課
管
財
係
長
（
総
合
政

策
課
主
査
【
キ
ャ
ッ
プ
】
【
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
田
島
】
）
星
貴
夫
▽
住
民
生
活
課
戸
籍

住
民
係
長
（
舘
岩
総
合
支
所
住
民
課
住
民
生

活
係
長
）
阿
久
津
正
人
▽
農
林
課
農
政
係

長
（
農
林
課
主
査
）
星
博
文
▽
農
林
課
農

林
土
木
係
長
（
環
境
水
道
課
主
査
）
室
井

利
和
▽
生
涯
学
習
課
芸
術
文
化
係
長
（
文

化
ホ
ー
ル
事
業
係
長
・
公
民
館
係
長
）
猪

股
淳
▽
舘
岩
総
合
支
所
町
民
課
健
康
福
祉

係
長
（
南
郷
総
合
支
所
住
民
課
健
康
福
祉

係
長
）
小
山
美
香
▽
舘
岩
総
合
支
所
振
興

課
企
画
観
光
係
長
（
舘
岩
総
合
支
所
振
興

課
主
査
【
地
域
協
議
会
担
当
】
）
星
良
栄

▽
舘
岩
総
合
支
所
振
興
課
環
境
水
道
係

長
（
伊
南
総
合
支
所
総
務
課
・
税
務
課
税

務
係
長
）
星
英
和
▽
南
郷
総
合
支
所
町
民

課
主
査
【
キ
ャ
ッ
プ
】
【
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
南
郷
】
（
南
郷
総
合
支
所
総
務
課
主

査
【
キ
ャ
ッ
プ
】
【
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

南
郷
】
）
馬
場
勲
▽
総
務
課
主
査
（
南
郷

総
合
支
所
総
務
課
主
査
【
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
南
郷
】
）
鈴
木
秀
和
▽
総
務
課
主
査

（
建
設
課
主
査
）
湯
田
高
史
▽
総
合
政
策

課
主
査
（
総
合
政
策
課
副
主
査
）
佐
藤
弘

和
▽
税
務
課
主
査
（
建
設
課
主
査
）
室
井

庄
一
郎
▽
住
民
生
活
課
主
査
（
本
庁
総
務

課
【
福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
】

主
査
）
猪
股
雅
勝
▽
健
康
福
祉
課
主
査
（
税

務
課
主
査
）
近
藤
厚
▽
農
林
課
主
査
（
総

合
政
策
課
主
査
【
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
田

島
】
）
長
沼
正
憲
▽
農
林
課
主
査
（
教
育

委
員
会
南
郷
分
室
主
査
）
藤
沢
一
彰
▽
農

林
課
主
査
（
商
工
観
光
課
主
査
）
舟
木

浩
隆
▽
商
工
観
光
課
主
査
（
農
林
課
主

査
）
星
弘
樹
▽
建
設
課
主
査
（
南
郷
総
合

支
所
振
興
課
主
査
）
河
原
田
庄
佐
▽
建
設

課
主
査
（
住
民
生
活
課
主
査
）
星
光
▽
建

設
課
主
査
（
農
林
課
主
査
）
橘
昭
▽
環
境

水
道
課
主
査
（
建
設
課
主
査
）
星
彰
▽
環

境
水
道
課
主
査
（
本
庁
総
務
課
主
査
）
星

一
伸
▽
学
校
教
育
課
主
査
（
伊
南
総
合
支

所
総
務
課
主
査
【
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
伊

南
】
）
平
野
知
則
▽
生
涯
学
習
課
主
査
（
中

央
公
民
館
主
査
）
星
喜
久
子
▽
舘
岩
総
合
支

所
町
民
課
主
査
（
舘
岩
総
合
支
所
総
務
課
主

査
）
芳
賀
昭
和
▽
舘
岩
総
合
支
所
町
民
課
主

査
（
舘
岩
総
合
支
所
総
務
課
主
査
）
大
山
里

美
▽
舘
岩
総
合
支
所
町
民
課
主
査
（
伊
南
総

合
支
所
総
務
課
主
査
）
平
野
誠
▽
舘
岩
総
合

支
所
町
民
課
保
健
技
査
（
舘
岩
総
合
支
所
住

民
課
保
健
技
査
）
今
田
直
美
▽
舘
岩
総
合
支

所
振
興
課
主
査
（
商
工
観
光
課
主
査
）
樋
口

和
夫
▽
伊
南
総
合
支
所
町
民
課
主
査
（
建
設

課
主
査
）
大
山
幸
祐
▽
伊
南
総
合
支
所
町
民

課
主
査
（
伊
南
総
合
支
所
総
務
課
主
査
）
赤

塚
健
弥
▽
伊
南
総
合
支
所
町
民
課
主
査
（
伊

南
総
合
支
所
総
務
課
主
査
）
目
黒
か
お
る
▽

南
郷
総
合
支
所
町
民
課
主
査
（
南
郷
総
合
支

所
総
務
課
主
査
）
大
桃
悟
▽
南
郷
総
合
支
所

町
民
課
主
査
（
南
郷
総
合
支
所
住
民
課
主
査
）

五
十
嵐
宣
彦
▽
南
郷
総
合
支
所
町
民
課
保
健

技
査
（
南
郷
総
合
支
所
住
民
課
保
健
技
査
）

五
十
嵐
加
奈
子
▽
南
郷
総
合
支
所
振
興
課
主

査
（
環
境
水
道
課
主
査
）
室
井
夏
雄
▽
南
郷

総
合
支
所
振
興
課
主
査
（
農
林
課
主
査
）
馬

場
隆
一
▽
教
育
委
員
会
分
室
主
査
（
学
校
教

育
課
主
査
）
室
井
辰
也
▽
教
育
委
員
会
分
室

主
査
（
教
育
委
員
会
舘
岩
分
室
主
査
）
星
加

奈
子
▽
び
わ
の
か
げ
保
育
所
保
育
技
査
（
檜

沢
保
育
所
保
育
技
査
）
五
十
嵐
保
恵
▽
富
田

保
育
所
保
育
技
査
（
ひ
か
り
保
育
所
保
育
技

査
）
馬
場
牧
子

【
係
員
相
当
職
】

▽
建
設
課
副
技
査
（
建
設
課
技
師
）
荒
井
大

樹
▽
農
林
課
副
主
査
（
税
務
課
主
事
）
舟
木

健
▽
学
校
教
育
課
副
主
査
（
南
郷
総
合
支
所

振
興
課
副
主
査
）
馬
場
美
樹
▽
伊
南
総
合
支

所
町
民
課
副
保
健
技
査
（
舘
岩
総
合
支
所
住

民
課
副
保
健
技
査
）
橘
千
絵
▽
南
郷
総
合
支

所
町
民
課
副
保
健
技
査
（
健
康
福
祉
課
副
保

健
技
査
）
今
野
円
▽
び
わ
の
か
げ
保
育
所
副

保
育
技
査
（
ひ
か
り
保
育
所
副
保
育
技
査
）

芳
賀
香
織
▽
総
合
政
策
課
主
事
（
本
庁
総

務
課
【
福
島
県
派
遣
】
主
事
）
佐
藤
亜
衣

▽
農
林
課
主
事
（
健
康
福
祉
課
主
事
）
遠

藤
昇
太
▽
環
境
水
道
課
主
事
（
総
合
政
策

課
主
事
）
室
井
成
美
▽
生
涯
学
習
課
主
事

（
本
庁
総
務
課
主
事
）
成
田
和
美
▽
図
書

館
主
事
（
生
涯
学
習
課
・
図
書
館
主
事
）

山
口
真
央
▽
生
涯
学
習
課
主
事
（
建
設
課

主
事
）
室
井
一
仁
▽
南
郷
総
合
支
所
町
民

課
主
事
（
南
郷
総
合
支
所
総
務
課
主
事
）

平
野
宗
則
▽
び
わ
の
か
げ
保
育
所
保
育
士

（
ひ
か
り
保
育
所
保
育
士
）
湯
田
佳
子
▽

び
わ
の
か
げ
保
育
所
保
育
士
（
荒
海
保
育

所
保
育
士
）
佐
藤
若
奈
▽
び
わ
の
か
げ
保

育
所
栄
養
士
（
ひ
か
り
保
育
所
主
任
調
理

員
）
大
竹
久
美
子

【
技
能
労
務
職
】

▽
び
わ
の
か
げ
保
育
所
主
任
調
理
員
（
荒

海
保
育
所
主
任
調
理
員
）
馬
場
幸
枝
▽
舘

岩
総
合
支
所
町
民
課
・
舘
岩
幼
稚
園
主
任

用
務
員
（
舘
岩
総
合
支
所
総
務
課
・
舘
岩

幼
稚
園
主
任
用
務
員
）
齋
藤
恵
智
子

【
派
遣
】

▽
総
務
課
主
幹
【
一
般
財
団
法
人
南
会
津

町
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
】
（
舘

岩
総
合
支
所
住
民
課
長
補
佐
・
健
康
福
祉

係
長
）
山
根
博
▽
総
務
課
主
幹
【
み
な
み

や
ま
観
光
株
式
会
社
企
画
部
長
】
（
本
庁

総
務
課
主
幹
【
み
な
み
や
ま
観
光
株
式
会

社
企
画
部
長
】
）
室
井
竜
典
▽
総
務
課
長

補
佐
【
南
会
津
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務

局
長
】
（
本
庁
総
務
課
長
補
佐
【
南
会
津

町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
】
）
渡
部

浩
治
▽
総
務
課
主
査
【
一
般
財
団
法
人
南

会
津
町
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
】
（
本
庁
総

務
課
主
査
【
一
般
財
団
法
人
南
会
津
町
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
】
）
小
勝
秀
勝

◇
新
規
採
用

▽
総
務
課
主
事 

大
橋
真
人
▽
健
康
福
祉

課
保
健
師 

土
橋
一
馬
▽
商
工
観
光
課
主

事 

渡
部
高
志
▽
会
計
室
主
事 

玉
川
茜
▽

び
わ
の
か
げ
保
育
所
保
育
士 

小
瀧
香
理

▽
び
わ
の
か
げ
保
育
所
保
育
士 

馬
場
美

沙
子

◇
退
職
（
３
月
31
日
付
）

児
山
忠
男
（
参
事
・
建
設
課
長
）
星
安
晴

（
舘
岩
総
合
支
所
長
・
総
務
課
長
）
渡
部

文
政
（
伊
南
総
合
支
所
長
・
総
務
課
長
・

伊
南
会
館
長
【
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
伊
南

所
長
】
）
森
秀
一
（
南
郷
総
合
支
所
長
・

総
務
課
長
・
南
郷
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
【
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
南
郷
所
長
】
）
星
洋
一

（
総
合
歴
史
民
俗
文
化
財
保
存
施
設
館
長
・

事
業
係
長
）
星
茂
昭
（
伊
南
総
合
支
所
住

民
課
長
・
伊
南
保
育
所
長
・
伊
南
保
健
セ

ン
タ
ー
す
こ
や
か
所
長
）
渡
部
恵
子
（
荒

海
保
育
所
長
）
仲
丸
花
枝
（
富
田
保
育
所

長
）
大
山
佳
伸
（
教
育
委
員
会
舘
岩
分
室

長
・
舘
岩
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
羽
染
公

介
（
伊
南
総
合
支
所
振
興
課
主
査
）
皆
川

千
恵
子
（
田
部
原
保
育
所
主
任
用
務
員
）

室
井
房
子
（
檜
沢
小
学
校
主
任
調
理
員
）

林
一
信
（
南
郷
第
二
小
学
校
主
任
調
理
員
）

内
沼
樹
里
（
田
部
原
保
育
所
副
保
育
技
査
）

馬
場
美
幸
（
会
計
室
主
事
）
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奨

励

賞

▼
五
十
嵐
　
開
（
第
18
回
関
東
甲
信
越
少
年

少
女
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
・
３
位
）
▼
湯
田 

那
優
太
（
第
20
回
福
島
県
少
年
空
手
道
選
手

権
大
会
・
優
勝 

他
）
▼
湯
田
　
拓
実
（
第

69
回
全
日
本
空
手
道
連
盟
和
道
会
東
北
空
手

道
選
手
権
大
会
・
２
位 

他
）
▼
湯
田 

大
翔

（
第
27
回
北
日
本
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選

手
権
大
会
・
２
位
）
▼
阿
久
津
　
流
（
第
27

回
北
日
本
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大

会
・
２
位
）
▼
野
崎
　
愛
音
（
第
20
回
福
島

県
少
年
空
手
道
選
手
権
大
会
・
優
勝 

）
▼

高
橋
　
龍
太
郎
（
第
69
回
全
日
本
空
手
道
連

盟
和
道
会
東
北
空
手
道
選
手
権
大
会
・
３

位
） 

▼
星
　
有
人
（
第
69
回
全
日
本
空
手
道

連
盟
和
道
会
東
北
空
手
道
選
手
権
大
会
・
２

位
）
▼
湯
田
　
大
登
（
第
69
回
全
日
本
空
手

道
連
盟
和
道
会
東
北
空
手
道
選
手
権
大
会
・

３
位
）
▼
渡
部
　
雄
飛
（
第
46
回
和
道
会
全

国
空
手
道
競
技
大
会
・
優
勝 

他
）
▼
室
井

菜
津
美
（
第
27
回
全
国
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン

グ
選
手
権
大
会
・
３
位
）
▼
大
嶋
　
仁
（
第

20
回
福
島
県
少
年
空
手
道
選
手
権
大
会
・
優

▼
星
　
菊
喜
（
平
成
19
年
4
月
か
ら
平
成

21
年
3
月
ま
で
針
生
小
学
校
父
母
と
教
師

の
会
会
長
と
し
て
2
年
間
在
職
）

勝
）
▼
星
　
友
里
江
（
第
26
回
全
国
小
学
生

陸
上
競
技
交
流
大
会
福
島
県
選
考
会
６
年
女

子
１
０
０
ｍ
・
優
勝
）
▼
土
橋
　
銀
平
（
第

30
回
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
東
北
決
勝

大
会
・
３
位
）
▼
馬
場
　
貴
大
（
第
53
回
福

島
県
中
学
校
体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
大
会
ク

ロ
カ
ン
・
優
勝
）
▼
平
野
　
亨
（
第
53
回
福

島
県
中
学
校
体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
大
会
ア

ル
ペ
ン
・
優
勝 

他
）
▼
角
　
育
美
（
第
53

回
福
島
県
中
学
校
体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
大

会
ク
ロ
カ
ン
・
優
勝 

他
）
▼
湯
田
　
航
大

（2010 JTB/GOLDWIN CUP

東
北
決
勝
大
会

ア
ル
ペ
ン
・
２
位
）
▼
中
丸
　
茉
祐
（
福
島

県
高
等
学
校
体
育
大
会
ス
キ
ー
大
会
ア
ル
ペ

ン
・
優
勝 

）
▼
大
山
　
瑠
（
福
島
県
高
等

学
校
体
育
大
会
ス
キ
ー
大
会
ア
ル
ペ
ン
・
優

勝 

）
▼
湯
田
　
浩
成
（
和
道
会
空
手
道
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
・
優
勝 

他
）
▼
星
　
翔
也

（
第
65
回
国
民
体
育
大
会
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
・

３
位
）
▼
渡
部
　
広
章
（
第
65
回
国
民
体
育

大
会
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
・
２
位
）
▼
渡
部
　

優
来
（
福
島
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会
柔

道
・
優
勝 

）
▼
渡
部
　
良
太
（
全
国
高
等

学
校
体
育
大
会
埼
玉
県
予
選
５
０
０
０
ｍ
・

優
勝
）
▼
田
村
　
仁
（
第
63
回
福
島
県
総
合

体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
ア
ル
ペ
ン
成
年
男

子
Ａ
・
優
勝
）
▼
渡
部
　
沙
織
（
第
５
回
全

日
本
女
子
オ
ー
プ
ン
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大

会
・
３
位
）
▼
湯
田
　
浩
登
（
第
37
回
東
北

総
合
体
育
大
会
空
手
道
競
技
・
３
位 

他
）

▼
五
十
嵐
　
大
介
（
第
65
回
国
民
体
育
大
会

レ
ス
リ
ン
グ
競
技
・
３
位
）
▼
湯
田
　
賢
史

（
第
63
回
福
島
県
総
合
体
育
大
会
ス
キ
ー
競

技
会
ア
ル
ペ
ン
成
年
男
子
Ｃ
・
優
勝
）
▼
湯

田
　
善
吉
（
第
58
回
全
日
本
社
会
人
レ
ス
リ

ン
グ
選
手
権
大
会
・
優
勝
）
▼
田
中
　
啓
子

（
ふ
く
し
ま
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ2010

グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
優
勝
）
▼
湯
田
　
忠
（
第

22
回
東
北･

北
海
道
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交

歓
会
・
３
位
）
▼
り
ん
ど
う
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
（
稲
月 

百
花
・
湯
田 

彩
香
・
栗
橋 

未
沙

音
・
湯
田 

紗
奈
・
湯
田 

美
沙
季
・
中
山 

真

奈
・
猪
巻　

唯
・
大
竹 

未
来
・
吉
村 

な
つ

め
・
桜
木 

菜
々
美
・
湯
田 

綾
音
・
湯
田 

結

那
・
鹿
目　

遥
・
皆
川 

莉
那　

第
63
回
福

島
県
総
合
体
育
大
会
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
優
勝
）
▼
伊
南
中
学
校

（
馬
場
怜
菜
・
馬
場　

美
菜
子
・
菅
家　

亜

紀　

 

第
53
回
福
島
県
中
学
校
体
育
大
会
ス

キ
ー
競
技
大
会
ク
ロ
カ
ン
リ
レ
ー
・
優
勝 

）

▼
五
十
嵐
　
隆
（
第
29
回
福
島
県
高
等
学
校

選
抜
剣
道
大
会
・
団
体
優
勝
）
▼
星
　
歩
夢

（
第
34
回
子
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
《
全
国

審
査
会
》・
銅
賞
）
▼
木
下
　
子
竜
（
第
34

回
子
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
《
福
島
県
支
社

コ
ン
ク
ー
ル
》・
最
優
秀
賞
）
▼
星
　
遼
河

（
第
28
回
全
国
児
童
画
コ
ン
ク
ー
ル
・
文
部

科
学
大
臣
賞
）
▼
大
山
　
成
美
（
平
成
22
年

度
歯
科
衛
生
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
・
最
優
秀
賞
）

▼
居
倉
　
知
宏
（
第
44
回
福
島
県
児
童
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
・
特
選
）
▼
菅
家
　
優
里
（
第

54
回
福
島
県
書
き
初
め
展
・
書
き
初
め
大
賞
）

▼
君
島
　
直
樹
（
第
９
回
ざ
ぶ
ん
賞2010

《
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
》・
ざ
ぶ
ん
文
化
賞
）
▼

大
山
　
由
華
（
平
成
22
年
度
Ｊ
Ａ
共
済
福
島

県
小･

中
学
生
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
・
金
賞
）

▼
塩
生
　
咲
希
（
第
55
回
福
島
県
書
き
初
め

展
・
書
き
初
め
大
賞
）
▼
橘
　
愛
（
第
55
回

福
島
県
た
な
ば
た
展
・
た
な
ば
た
大
賞
）
▼

渡
部
　
雅
也
（
第
55
回
福
島
県
た
な
ば
た

展
・
た
な
ば
た
大
賞
）
▼
湯
田 

絵
美
子
（
第

55
回
福
島
県
書
き
初
め
展
・
書
き
初
め
大
賞
）

▼
大
山
　
美
花
（
平
成
22
年
度
歯
科
衛
生
書

写
コ
ン
ク
ー
ル
・
最
優
秀
賞
）
▼
田
島
太
鼓

ク
ラ
ブ
龍
巳
会
（
橋
本 

龍
大
・
橋
本 

晃
大
・

阿
久
津
光
太
郎
・
星　

和
・
草
野 

琳
那
・

湯
田 

有
咲
・
相
原
永
里
菜
・
室
井 

柚
紀
・

渡
部 

萌
香
・
大
川 

桃
佳
・
福
田 

愛
生
・
大

竹 

春
歌　

第
９
回
東
京
国
際
和
太
鼓
コ
ン

テ
ス
ト
・
５
位
）
▼
田
島
保
育
園
（
第
31
回

Ｆ
Ｃ
Ｔ
児
童
画
展
・
団
体
賞
）

 

功
績
表
彰
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中丸さん、湯田さん、小野くん、菊地くん

(前列左から)

たのせふるさとづくり会のみなさん

卒業証書を授与される卒業生

（田島第二小学校）

小学校では１５７人が卒業

１８５人が町立中学校を卒業

　■３月７日

　福島県予選を突破し、ジュニアオリンピックカップ全
国スキージュニア競技会への出場権を獲得した選手が、
町長室を訪れ、大宅町長に全国大会出場を報告しました。
　この日報告に訪れたのは、中丸菜緒さん（南郷中２年）、
湯田愛海さん（檜沢中１年）、小野岳陽くん（南郷中１
年）、菊地大樹くん（舘岩中２年）の４人で、「練習どお
りの滑りをしたい」「すごい選手の滑りを勉強してきた
い」など、一人ひとり自分の言葉で抱負を述べました。

　舘岩地域の「たのせふるさとづくり会」(星利一会長)
が、県内でむらづくりや農業振興などの活動に取り組む
団体を表彰する「豊かなむらづくり顕彰」を受賞し、さ
らに全国表彰へ推薦されることになりました。
　同会は、芝浦工大などと連携し、豊かな自然環境を生
かした様々な取り組みを行ってきました。観光客の人気
は年々高まってきており、平成２２年度は、人口２７人
のたのせ集落に述べ5,500人もの観光客が訪れました。

※せっかくのチャンスでしたが、今回の大震災により全国
　大会は中止となってしまいました。新たな目標に向かっ
　てさらなる活躍を期待します。　

※３月１６日に福島市の杉妻会館において表彰式が行われ
　る予定でしたが、今回の大震災により表彰式は中止とな
　ってしまいました。

　■３月２３日

　町内の９町立小学校で卒業式が行われ、１５７名の
児童が小学校を卒業しました。
　田島第二小学校では、式に先立ち、全員で東日本大
震災の犠牲者に黙祷をささげました。
　真新しい中学校の制服を着た卒業生は、緊張した面
持ちで卒業式に臨んでいましたが、担任の先生から名
前を呼ばれると大きな声で返事をし、堂々と卒業証書
を受け取りました。
　吉津校長先生は、「人に流されずに志を高く、人とし
て正しい道を進んで、たくさんのことを学んでくださ
い。」と卒業生に言葉を贈りました。

　■３月１１日

　町内の６町立中学校で卒業式が行われ、１８５名の
生徒に卒業証書が授与されました。
　南郷中学校では、馬場校長先生が「『つくる』という
言葉が２つの『創造』は、新しいものや考えを世界で
初めてつくりだす、新しいことに挑戦する、という意
味があります。いろいろなことにどんどん挑戦し、新
しいものをつくっていってください。」と『創造』とい
う言葉を子どもたちに贈りました。
　全国中学校スキー大会の男子大回転で活躍した平野
亨くんと同大会女子フリー、クラシカルで活躍した角
育美さんは、この日南郷中学校を卒業しました。
　二人はそろって地元の南会津高校に進学してスキー
部に入部。ともに「インターハイ上位入賞」を目標に
掲げ、さらなる活躍を誓いました。

ジュニアオリンピック出場報告

豊かなむらづくり顕彰受賞

伝統的建造物群保存地区の区域決定

３保育所で最後の満了式

　■２月１４日

　舘岩地域の前沢曲家集落の伝統的建造物群保
存地区の区域が決定し、このほど国に重要伝統
的建造物群保存地区の選定に向けて申出書を提
出しました。今後、国の文化審議会を経て今年
中に選定される見通しです。
　県内では大内宿（下郷町）が国の重要伝統的
建造物群保存地区に選定されており、前沢地区
が選定されれば県内で２地区目となります。

　■３月１９日

　３月末で閉所となった、荒海保育所、ひかり保育所、檜沢保育所で最後の満了式が行われ、満
了児童３６人に保育証書が授与されました。
　式では、保育所の思い出や将来の夢などを発表し、夢と希望を持って元気な１年生になること
を誓いました。
　３つの保育所は閉所となりましたが、それぞれの地域から子どもたちがいなくなるわけではあ
りませんので、これからも地域で子どもたちを守り、育ててくださるようお願いします。

前沢集落

荒海保育所 ひかり保育所 檜沢保育所

伝統的建造物群保存地区の区域

校長先生の式辞を聞く卒業生（南郷中学校）

高校での活躍を誓う平野くんと角さん
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℡

　

合
に
よ
り
、
投
票
所
で
投
票
で
き
な
い
方

　

は
、
期
日
前
投
票
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

《
期
間
》

　
　
平
成
23
年
４
月
20
日
（
水
）
～
平
成
23

　
　

年
４
月
23
日
（
土
）
ま
で

《
時
間
》

　　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

《
場
所
》

　　

南
会
津
町
福
祉
ホ
ー
ル
２
階
及
び
各
総

　
　

合
支
所

■
病
院
や
施
設
等
で
の
不
在
者
投
票
に
つ
い

　

て
　　

不
在
者
投
票
が
で
き
る
施
設
に
指
定
さ

　

れ
て
い
る
、
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入

　

院
・
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
、
そ
の
施
設

　

に
お
い
て
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

■
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
に
つ
い
て

　
　

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
等

　

を
所
持
し
、
障
害
の
程
度
が
一
定
基
準
以

　

上
の
方
は
、
申
請
に
よ
り
「
郵
便
投
票
証

　

明
書
」
の
交
付
を
受
け
、
自
宅
で
投
票
で

　

き
る
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度
が
あ

　

り
ま
す
。
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
早
め
に

　

す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

ま
た
、
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
５
で

　

在
宅
の
方
も
郵
便
投
票
の
対
象
と
な
り
ま

　

す
の
で
、
該
当
す
る
方
は
選
挙
管
理
委
員

　

会
ま
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。（
要
介
護
認

　

定
５
で
病
院
・
施
設
等
に
入
院
・
入
所
し

　

て
い
る
方
は
、
病
院
等
で
不
在
者
投
票
す

　

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。）

　
南
会
津
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
本
庁
総
務

　

課
内
）

　
０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
０
０

　　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
精
神
科

医
師
に
よ
る
「
心
の
健
康
相
談
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

４
月
20
日
（
水
）、
５
月
18
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
南
会
津
保
健

　

福
祉
事
務
所
ま
で
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

　

だ
さ
い
。

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

　
（
社
）日
本
損
害
保
険
協
会
東
北
支
部
で
は
、

交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た
方（
被
害
者
・
加
害
者
）

の
相
談
に
、
専
門
の
相
談
員
が
無
料
で
応
じ

て
い
ま
す
。

■
無
料
相
談

　

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　

午
前
９
時
～
正
午
、

　

午
後
１
時
～
午
後
５
時

■
無
料
弁
護
士
相
談
会
（
要
予
約
）

　

４
月
21
日
（
木
）、

　

５
月
12
日
（
木
）、
５
月
26
日
（
木
）

　

６
月
９
日
（
木
）、
６
月
23
日
（
木
）

　
（
社
）
日
本
損
害
保
険
協
会
東
北
支
部　
　

　

郡
山
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

　

０
２
４
（
９
３
３
）
４
８
５
０

　

伊
南
総
合
支
所
町
民
課
総
務
係　
　
　
　

　

０
２
４
１
（
７
６
）
７
７
１
１

　

南
郷
総
合
支
所
町
民
課
総
務
係　
　
　
　

　

０
２
４
１
（
７
２
）
２
１
１
１

　　

南
会
津
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
を
次
の
日

程
に
よ
り
行
い
ま
す
。

■
選
挙
告
示

　
平
成
23
年
４
月
19
日
（
火
）

■
投
票
日

　
平
成
23
年
４
月
24
日
（
日
）

■
投
票
時
間

　
午
前
７
時
～
午
後
６
時
ま
で

　
※
投
票
所
終
了
時
間
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
投
票
で
き
る
方

◎
平
成
３
年
４
月
25
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

◎
平
成
23
年
１
月
18
日
ま
で
に
転
入
届
を
し

　

た
方

■
期
日
前
投
票
に
つ
い
て

　　

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
旅
行
な
ど
の
都

　

消
防
団
の
団
結
と
規
律
を
維
持
し
、
団
員

の
士
気
の
高
揚
を
図
り
、
消
防
の
任
務
を
全

う
す
る
た
め
、
春
季
検
閲
式
を
実
施
し
ま
す
。

　

地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、
日
々

訓
練
を
実
施
し
て
い
る
消
防
団
員
の
勇
姿
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
平
成
23
年
４
月
29
日
（
金
・
祝
日
）

　

午
前
８
時
30
分
～

　
南
会
津
町
田
島
字
中
町
地
内
国
道
１
２
１

　

号
お
よ
び
御
蔵
入
交
流
館

　
（
雨
天
の
場
合
は
、
田
島
体
育
館
が
会
場
と

　

な
り
ま
す
）

　
※
当
日
の
午
前
７
時
40
分
～
午
前
９
時
ま

　
　

で
、
国
道
１
２
１
号
に
て
、
一
部
交
通

　
　

規
制
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

　
　

い
。

　
本
庁
住
民
生
活
課
消
防
交
通
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
２
０

　

舘
岩
総
合
支
所
町
民
課
総
務
係　
　
　
　

　

０
２
４
１
（
７
８
）
３
３
２
０

申

℡

場℡℡

℡

℡

℡

℡

問

日問問 日 日

問

問

問

問 平
成
23
年
南
会
津
町
消
防
団

　
　
　
春
季
検
閲
式
の
実
施
に
つ
い
て

南
会
津
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

　
　
　
　
　 
　
　
の
執
行
に
つ
い
て

心
の
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

無
料
弁
護
士
相
談
会
の
お
知
ら
せ

□■□ 新物流システム構築事業 □■□

～取扱いの一部が変更になりました～

事業の対象品目は ･･･

事業のねらい ･･･

　南会津町には、冷涼な気候を生かした農産物
や質の良さと温もりを感じる林産物など、地域
の特徴を生かした数多くの物産品やお土産品が
あります。
　新物流システム構築事業は、町民や観光客が
宅配便を安価で利用できる物流システムを構築
することにより、地産地消を推進しながら地域
経済の活性化を図る事業です。　
　お中元やお歳暮、ちょっとした贈り物を購入
する際、地元のお店を優先して購入するという
一人ひとりの行動が“地域づくり”につながり
ます。

　新物流システムにおける宅配運賃は、下記のとおり変更しました。

　  平成２２年度　　全国一律５００円（クール料金込み）

　　　　　　　　

　  平成２３年度　 全国一律６００円（クール料金別途必要）
　※ただし、３０㎏を超える宅配物は、１０㎏超える毎に２５０円が加算されます。

〔町民・観光客〕 〔町内小売店等〕

　町内で販売されている物産品及びお土産品で、
本事業の協力店からの発送が対象となります。

※自家栽培の農産物を親族等に無償で送る場合や『卸し』    

　などの取引を目的とした商品発送は対象となりません。

南会津商店

酒･

お
土
産

ふるさとの恵

南会津町

物産品購入

①地産地消の推進 →『もの』や『お金』の循環

地産地消を通した“地域づくり”を実践しましょう！

品代＋600 円
(宅配料)

全国発送

お金 もの

ひと

地域

■問い合わせ

　本庁総合政策課地域振興係　 　　℡ 0241-62-6240　　舘岩総合支所振興課企画観光係　 ℡ 0241-78-3330

　伊南総合支所振興課企画観光係　 ℡ 0241-76-7715　　南郷総合支所振興課企画観光係　 ℡ 0241-72-2900

宅配運賃は ･･･

②物産品の発送 → 町の宣伝

場 日
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■問い合わせ

　本庁環境水道課環境衛生係　 　　℡ 0241-62-6140　　舘岩総合支所振興課環境水道係　 ℡ 0241-78-3335

　伊南総合支所振興課環境水道係　 ℡ 0241-76-7717　　南郷総合支所振興課環境水道係　 ℡ 0241-72-2114

狂犬病予防注射のお知らせ

実施日 ５月１０日（火）

今　生
枇杷の影運動公園
駐車場（永田橋下）

9：10 ～ 9：20

永　田
鷲神社前 9：30 ～ 9：40

林業研修センター前  9：45 ～ 9：55

高　野

生活改善センター前 10：05 ～ 10：15

猪股和美様宅前 10：20 ～ 10：30

佐藤和一様宅前 10：35 ～ 10：45

下塩江 林業研修センター前 10：55 ～ 11：05

上塩江 多目的集会センター前 11：10 ～ 11：20

福米沢
八巻昭夫様宅前 11：25 ～ 11：35

桧沢中学校入口駐車場 11：40 ～ 11：50

金井沢 多目的集会センター前 13：10 ～ 13：20

大豆渡 大豆渡屯所前 13：30 ～ 13：40

黒　沢 旧静川郵便局前 13：45 ～ 13：55

針　生

青少年旅行村中央管理棟前 14：05 ～ 14：15

針生消防屯所前 14：20 ～ 14：30

平野オチウ様宅前 14：35 ～ 14：45

石橋バス停前 14：50 ～ 15：00

実施日 ５月１１日（水）

藤　生
藤生集会センター前 9：10 ～ 9：25

上野ふれあいセンター前 9：30 ～ 9：45

古　今 生活改善センター前 9：50 ～ 10：05

糸　沢 林業研修センター前 10：15 ～ 10：30

滝　原
猪俣力三様宅前 10：40 ～ 10：55

君島正博様宅前 11：00 ～ 11：15

萩　野 萩野集会所前　 11：25 ～ 11：35

羽　塩 林業研修センター前 11：45 ～ 11：55

関　本 農村環境改善センター前 13：10 ～ 13：30

川　島 渡部正之様宅前 13：40 ～ 14：00

中荒井
旧中荒井住宅跡地 14：10 ～ 14：30

生活改善センター前 14：40 ～ 15：00

実施日 ５月１２日（木）
西　町 西町消防屯所前 9：10 ～ 9：20

新　町 ㈲東部自動車整備工場様前 9：30 ～ 9：50

松　下 町営住宅水防倉庫前 10：00 ～ 10：15

大町・丹藤 行司ＮＨＫ中継所 10：25 ～ 10：40

丹　藤 丹藤公民館前 10：50 ～ 11：05

折橋・宮本 折橋林業研修センター前 11：15 ～ 11：30

上中町・後原
中町・上町

田島体育館前 13：00 ～ 13：20

役場本庁舎前 13：25 ～ 13：55

本町・東町
・横町

南会津保健福祉事務所前 14：05 ～ 14：55

横　町
（南下原地内）

山本敏廣様宅前 15：05 ～ 15：15

実施日 ５月１５日（日）

田島地域の方で、上記４日間に受けられなかった場合

は、下記のいずれかの会場で受けてください。

田　島 役場本庁舎前 9：00 ～ 9：50

荒　海 農村環境改善センター前 10：10 ～ 10：55

桧　沢 桧沢地区公民館前 11：15 ～ 12：00

実施日 ５月１３日（金）
田　部 生活改善センター前 9：10 ～ 9：30

水　無
渡部秀一様宅前 9：40 ～ 9：50

湯田安市様宅前 10：00 ～ 10：15

栗生沢 生活改善センター前 10：25 ～ 10：40

小出原
室井運吉様宅前 10：50 ～ 11：00

津田清様宅前 11：10 ～ 11：20

長　野
(有 )南会津農産前 13：00 ～ 13：10

長野林業研修センター前 13：20 ～ 13：35

田部原
１・２

田部原第二地区集会所前 13：45 ～ 14：00

田部原コミュニティーセンター前 14：10 ～ 14：25

実施日 ４月２５日（月）
木　伏 木伏集会所前 9：30 ～ 9：40

大　橋 大橋集会所前 9：50 ～ 10：00

山　口 南郷体育館前 10：10 ～ 10：30

台板橋 台板橋集会所前 10：40 ～ 10：50

鴇　巣 鴇巣集会所前 11：00 ～ 11：10

宮　床 宮床集会所前 11：20 ～ 11：30

界 界公民館前 11：40 ～ 11：50

片　貝 片貝集会所前 13：10 ～ 13：20

下　山 下山集会所前 13：30 ～ 13：40

和泉田 和泉田改善センター前 13：50 ～ 14：10

東 東集会所前 14：30 ～ 14：40

実施日 ４月２６日（火）
木　賊 木賊生活改善センター前 9：00 ～ 9：10

上ノ原 停留所前 9：15 ～ 9：20

小高林 小高林公民館前 9：25 ～ 9：30

穴　原 停留所前 9：40 ～ 9：50

たのせ 停留所前 9：55 ～ 10：05

塩ノ原 芳賀ウメノ様宅前 10：10 ～ 10：20

福　渡
芳賀芳男様宅前 10：30 ～ 10：40

芳賀幹様宅前 10：40 ～ 10：50

松戸原 舘岩総合支所前 11：00 ～ 11：10

戸　中 戸中集会所前 11：15 ～ 11：25

熨斗戸 星ラジオ店様前 11：35 ～ 11：45

伊与戸 星隆様宅前 11：50 ～ 11：55

押　戸 芳賀春子様宅前 13：20 ～ 13：25

貝　原 貝原公民館前 13：30 ～ 13：40

湯ノ花
星健一様宅前 13：50 ～ 14：00

星酒店様前 14：00 ～ 14：10

水　引 水引公民館前 14：20 ～ 14：25

実施日 ４月２７日（水）
番　屋 ごみ集積所前 9：05 ～ 9：10

岩　下
岩下交流促進センター前 9：15 ～ 9：25

みどりや商店様前 9：25 ～ 9：35

精　舎 精舎集会所前 9：40 ～ 9：45

井　桁 井桁集会所前 9：50 ～ 10：00

会津高原 ペンション大きな栗の木様前 10：10 ～ 10：20

高杖原 高杖原集会所前 10：25 ～ 10：40

八　総 阿久津政臣様宅前 10：45 ～ 10：55

森　戸 星定一様宅前 11：00 ～ 11：10

実施日 ４月２８日（木）
多々石 山の学習体験交流センター前 9：30 ～ 9：35

青　柳 青柳生活改善センター前 9：45 ～ 9：55

小　塩 小塩集会所前 10：00 ～ 10：10

宮　沢 宮沢集会所前 10：15 ～ 10：20

浜　野 川の学習体験交流センター前 10：25 ～ 10：35

白　沢 旧白沢公民館跡 10：45 ～ 10：55

古　町 上町公民館前 11：10 ～ 11：30

耻　風 スクールバス待合所 12：30 ～ 12：40

大　原 渡部進様宅前 12：50 ～ 12：55

小立岩 平野哲様宅前 13：05 ～ 13：10

大　桃
薬師堂前 13：20 ～ 13：40

民宿渓山様前 13：50 ～ 14：00

《 舘 岩 地 域 》

《 南 郷 地 域 》

《 伊 南 地 域 》

《 田 島 地 域 》

　犬を飼う場合、飼い主は狂犬病予防法の規定に基づき、登録は生涯１回、狂犬病予防注射は年に１回、
必ず受けさせるよう義務付けられています。
　狂犬病は、人に感染し発症するとほぼ100％の確立で死に至る大変恐ろしい感染症で、人への感染は、
ほとんどが犬に噛まれることが原因です。
　町では、畜犬登録および狂犬病予防注射を次のとおり実施しますので、受けさせてください。
　なお、都合により受けられない方は、動物病院などで必ず受けさせてください。

◆ 実	施	日　下記および次ページをご覧ください。

◆ 注射の際に持参いただくもの

　①　手数料　　狂犬病予防注射　１頭につき３，１００円      
　　　【内訳】注射済票交付手数料５５０円、予防注射料金２，５５０円
　　　※新規登録の場合、狂犬病予防注射料金のほかに、登録申請料３，０００円が必要です。 
　②　問診票      
　　　　犬の登録をされている方へ別途案内通知とともに問診票を送付しますので、必要事項
　　　を明記のうえ、当日ご持参ください。

◆ 注射にあたってのお願い      
　・犬の体は清潔にし、安静状態で連れてきてください。
　・引き綱は、丈夫な鎖等を使用し、首輪の点検も行ってください。
　・犬が妊娠・病気等の状態にあるときは、必ず注射前に申し出て獣医師の指示を受けてください。
　・フンの始末のできるものを持参してください。
　・犬が死亡したり、譲って飼育していない場合は届出ください。
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　５月に町内で行われる献血は下記のとおり
です。患者さんにとって、より安全性の高い
４００ｍＬ献血にご協力をお願いします。

　４月２６日に町内で予定されていました
　献血は、中止となりました。

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

  ４月２１日 木
１ 歳 児 健 康 相 談

（ 田 島 地 域 ）
13：30 ～ 13：45

保 健 セ ン タ ー
（御蔵入交流館内）

平成22年3 ～ 4月生まれ

  ５月１０日 火
６～８か月児健康相談

（ 田 島 地 域 ）
13：30 ～ 13：45 平成22年9 ～ 11月生まれ

  ５月２６日 木
乳 幼 児 健 康 相 談

（舘岩･伊南･南郷地域）
9：30 ～ 9：45 伊南会館

平成22年3 ～ 5月生まれ

平成22年9～11月生まれ

田 島 地 域 南 郷 地 域 舘 岩 地 域 伊 南 地 域

実施期間
4月25日～ 4月28日、

5月9日～ 5月22日(※1)
5月23日～ 5月27日 5月30日～ 6月3日

　6月8日～ 6月10日、
　6月13日(※2)

受付時間
午前８時～ 9時、

午後1時30分～ 2時30分
午前８時～ 9時、

午後1時30分～ 2時30分
午前7時30分～ 9時、

午後1時～ 2時
午前８時～ 9時、

午後1時30分～ 2時30分

健（検）診の種類 対 象 者 受 診 料 金

特定健診 国民健康保険に加入している40 ～ 74歳の方 1,000円

健康診査（※3） 受診当日満75歳以上の方 無 料

胸部結核検診
（レントゲン検査）

40歳以上の方 無 料

胃がん健診 30歳以上の方
30 ～ 69歳 1,000円
70歳以上　500円

肝炎検診 本年度40歳になる方 800円

前立腺がん検診 50歳以上の男性の方 700円

◆乳幼児健康診査

※地域の指定のないものは全地域対象です。

◆乳幼児健康相談

４･ ５月の健診（検診）のご案内

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

 　４月２０日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45

保 健 セ ン タ ー
（御蔵入交流館内）

平成22年11月～

12月５日生まれ

 　５月１８日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45
平成22年12月6日～

平成23年1月生まれ

 　５月２５日 水 ３歳６か月児健康診査 12：30 ～ 13：00 平成19年11～ 12月生まれ

※日程が変更になることがありますので、通知をご確認ください。

４、５月の日曜当番医
４月１７日 小野木クリニック TEL 0241-76-7780

　　 ２４日 なかやクリニック TEL 0241-73-2036

５月　　１日 あべクリニック TEL 0241-62-8733

　　　 ８日 みなみあいづ眼科 TEL 0241-63-3011

　　 １５日 きむらクリニック TEL 0241-62-5576

　　 ２２日 佐藤医院 (下郷町) TEL 0241-67-2134

　　 ２９日 高橋医院　 TEL 0241-62-0040

　※ 午前中のみの診察ですのでご注意ください。

■保健事業に関するお問い合わせは・・・

　　南会津町保健センター　℡ 0241－62－6180　　舘岩総合支所町民課　　℡ 0241－78－3325

　　伊南総合支所町民課　　℡ 0241－76－7713　　南郷総合支所町民課　　℡ 0241－72－2225

このコーナーでは、３歳６か月児健診で虫歯の

なかったお子さんを紹介します。

今月は 10 人のおともだちがむし歯ゼロでし

た！おめでとうございます。

みんなで目指そう、むし歯ゼロ！

むし歯ゼロで元気な笑顔

保科　里
り な

奈ちゃん

（田島）

渡部　愛
い っ と

斗くん

（田島）

筒井　柚
ゆ か

香ちゃん

（伊南）

帯刀　悠
ゆう

ちゃん

（田島）

星　真
ま お

央ちゃん

（田島）

平野　由
ゆ う ひ

陽ちゃん

（南郷）

星　悠
ゆ う の す け

之介くん

（田島）

湯田　将
まさなり

成くん

（田島）

須江　悠
ゆうせい

成くん

（伊南）

榊原　理
り お

音ちゃん

（田島）

献血のお知らせ 

総合健診のお知らせ 

　総合健診が4月から始まります！（日程下記のとおり）
　総合健診では、特定健診と同時に、健康診査・結核検診・胃がん健診・肝炎検診・前立腺
がん検診を実施します。
　なお、会場については、各世帯に配付しました「平成23年度 南会津町健康増進事業日程表」
をご覧ください。

　※1　田島地域のみ土曜、日曜も実施
　※2　6月13日は午前のみ実施。（受付時間：午前8時～ 9時30分）

　※3　健康診査については、75歳以上の方が対象で、検査内容は特定健診と同内容になります。

５月１２日（木）

 ・南郷総合センター前　  10：00 ～ 12：30

 ・界公民館前　　　　　  14：00 ～ 14：50

 ・県立南会津高校前　　  15：20 ～ 16：30

５月１３日（金）

 ・㈱スミタフォトニクス  14：30 ～ 15：30

 ・伊南会館　　　　　　  16：00 ～ 16：40

小児救急電話相談

夜間の子どもの急病で困ったときは、上記に電話
してください。（午後７時～翌朝８時まで）

短縮ダイヤル ＃８０００
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日 月 火 水 木 金 土

１ ２ 3 ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

１ 2

3 ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

新着本紹介のご案内

【児童図書】

楽しく遊ぶ学ぶふしぎの図鑑　白数　哲久　監修

まちがいさがしデラックス　　　　夢現舎　編

江戸の算数 1　　　　　　　　西田　知己　著

名探偵ＶＳ．怪人幻影師　

　　　　　　　　　　　はやみね　かおる　作

どこからも彼方にある国　

　　　　　　アーシュラ　Ｋ．ル＝グィン　著

ほんなんてだいきらい！

　　　　　　　　　バーバラ　ボットナー　文

おにもつはいけん　　　　　　吉田　道子　文

【一般図書】

小指のおかあさん　　　　　玉田　さとみ　著

タイムマシンと時空の科学　　真貝　寿明　著

建築家と建てた「小さな家」　鈴木　紀慶　著

ミルク世紀　　　　　　　　　寄藤　文平　筆

奇跡の杉　　　　　　　　　　船瀬　俊介　著

子子家庭の身代金　　　　　　赤川　次郎　著

冥府小町　　　　　　　　　沢田　ふじ子　著

ぼくから遠く離れて　　　　　　辻　仁成　著

麒麟の翼　　　　　　　　　　東野　圭吾　著

やわらかなレタス　　　　　　江国　香織　著

が休館日

開館時間：10:00 ～ 18:00

※	蔵書点検とコンピュータシステムの更新を行うため、

　	５月１２日から５月３１日まで休館となります。

南会津町図書館　℡	0241-62-5522

検索

クリック！

南会津町図書館

ＨＰもご覧ください！

  ５月の休館日  ４月の休館日

御蔵入交流館からのお知らせ

住民基本台帳の閲覧状況を公表します

運転免許証自主返納支援事業のお知らせ

　このたびの東日本大震災により、３月および４月に予定されていた御蔵入交流館文化ホールの公演に
ついては、すべて中止もしくは延期となりました。
　ご購入いただきましたチケットは、下記のとおり取り扱いとなります。詳しくは各事務局にお問い合
わせください。ご迷惑をおかけいたしますが、皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

　住民基本台帳法の規定により、住民基本台帳の一部の写しの閲覧の状況を公表することになっていま
すので、下記のとおり公表します。

　公共交通の更なる利用促進と高齢者運転の事故防止を図ることを目的として、自動車運転免許
証の自主返納者に対し、鉄道、バス、乗合タクシー等の運賃を支援します。

１．【3月20日(日)】さだまさしスーパーアコースティックアンコール 予感＋

　　　　↓　
　　　【延期】

２．【3月26日(土)】南会津キッズシアター 息吹 ～南山義民喜四郎伝～

　　　　↓
　　　【延期】

延期後の日時は現在調整中です。決定次第、ホームページ等でお知らせいたします。
ご購入いただいたチケットは延期後のコンサートでもご利用いただけます。
また、延期後の日時で都合の悪い方は、日時決定後に払い戻しをいたしますので、
チケットは大切に保管ください。
　　　　　　　問い合わせ：南会津町芸術文化係   TEL0241-62-6311

延期後の日時は現在調整中です。
決定次第、ホームページ等でお知らせいたします。
ご購入いただいたチケットは延期後の公演でもご利用いただけます。
また、延期後の日時で都合の悪い方は、日時決定後に払い戻しをいたしますので、
チケットは大切に保管ください。
　　　　　　　問い合わせ：息吹公演事務局  TEL 0241-78-7077　

◆ 閲覧期間　平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日まで

◆ 国又は地方公共団体の機関の請求（住民基本台帳法第11条第3項）によるもの

◆ 対象者･･･ ６５歳以上で、福島県公安委員会から運転免許証経歴証明書の交付を受けた方。

　　　　　※平成２３年４月以降に交付を受けた方が対象になりますので、ご注意ください。

◆ 支援期間･･･	一人に対して５年間

◆ 支援内容･･･	一人当たり年間15,000円分の各交通機関の共通利用券(回数券)を交付

◆ 対象となる公共交通機関･･･	会津鉄道㈱、野岩鉄道㈱、会津乗合自動車㈱田島営業所･

　　　　　　　　　　　　　		山口営業所、町内タクシー事業者

　　　　　　　　　　　　　		※	各乗合タクシーにも利用できます。

◆ 申込み･･･	運転経歴証明書を本庁総合政策課まで持参し、申込みをしてください。

　　　　　		なお、申込み受付は、５月９日以降になります。

◆ 利用方法･･･	利用者は、対象となる交通機関を利用する際、共通利用券を金券として

　　　　　　		利用できます。その際、利用券に対しての釣銭はありません。

◆ 個人又は法人の申出（住民基本台帳法第11条の2第12項）によるもの

国または地方公共
団体の機関の名称

請求事由の概要 閲覧年月日
閲覧にかかる
住民の範囲

福島県　直轄理事
福島県世論調査対象者
の住所等の把握

平成22年7月2日
南会津町山口地区の
満15歳以上の男女21名

福島県 保健福祉部長

会津・南会津地域医療
再生支援フォローアッ
プ事業にかかるアンケ
ート調査

平成22年8月6日
南会津町内の満20歳以上
の男女481名

申出人の氏名（法人の
場合はその名称および
代表者等の氏名）

利用目的の概要 閲覧の年月日
閲覧にかかる
住民の範囲

ＮＨＫ放送文化研究所
世論調査部長 塩田幸司

「デジタル放送に関する
調査」の対象者抽出の
ため（放送法第9条、44
条に定められた調査研
究・世論調査のため）

平成22年7月27日
南会津町永田・塩江地区
の満16歳以上の男女12名

日本銀行情報サービス局

　局長　大川昌則

「生活意識に関するアン
ケート調査」の対象者
抽出のため

平成22年9月6日

南会津町森戸・八木ノ沢・
八総・湯ノ花・吉高・山
口地区の満20歳以上の男
女15名

ＮＨＫ放送文化研究所
世論調査部長 塩田幸司

「環境に関する国際比較
調査」実施のため（放送
法第9条、44条に定めら
れた調査研究・世論調
査のため）

平成22年10月13日
南会津町関本地区の満16
歳以上の男女12名

■問い合わせ　本庁総合政策課地域振興係　℡ 0241-62-6240　
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まちの文芸

　今回の東日本大震災で泉崎村も大きな被害を受け、現在、下水道などの復旧作業に当

たられているため、今回の『泉崎より、こんにちは』はお休みとします。

　一日も早い復興をお祈りします。（泉崎村の被害状況です）

　湯ノ花神楽は、昭和 57 年に復活されました。

復活以前の湯ノ花神楽がいつ頃から始められ、い

つ頃断絶したかは不明ですが、江戸時代後期の文

化 2 年（1805 年）に記された古文書があること

から、この頃すでに行われていたと考えられます。

　舞は、長獅子、おかめ、鍾
ひ ょ っ と こ

馗の 3 つを中心に演

じられますが、この神楽は会津ではよく知られた

「春子太夫」の流れを組む流派で、現在、受け継

がれているのは湯ノ花神楽のみとなってしまいま

した。保存会ではこの貴重な伝統文化を絶やすこ

となく会員が一丸となり保存継承にがんばってお

りますが、なかなか後継者が見つからず苦慮して

おりますので、是非、神楽をやってみたい方、興

味のある方は保存会にご一報ください。舘岩地域

以外の方でも大歓迎です。

文化団体の紹介⑫

湯ノ花神楽

◆連絡先　湯ノ花神楽保存会

　　　　　会長　星　清信（電話 0241-78-2524）

町指定無形民俗文化財『湯ノ花神楽』

星 

昌
さ
ん
百
歳
賀
寿

室
井
ス
セ
ノ
さ
ん

　
　
　
　
　

百
歳
賀
寿

　

２
月
28
日
に
百
歳
と

な
っ
た
星 
昌
さ
ん
（
大
豆

渡
）
へ
の
賀
寿
贈
呈
式
が
、

３
月
３
日
に
自
宅
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

小
野
保
順
南
会
津
保
健

福
祉
事
務
所
長
か
ら
賀
寿

状
と
記
念
品
の
木
杯
の
伝

達
が
行
わ
れ
た
後
、
大
宅

町
長
が
賀
寿
状
と
祝
い
金

を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

星
さ
ん
に
よ
る
と
、
長

寿
の
秘
訣
は
、「
し
っ
か
り

食
事
を
と
る
こ
と
。
特
に

野
菜
を
食
べ
る
こ
と
」
だ

そ
う
で
す
。

　

４
月
５
日
に
百
歳
と

な
っ
た
室
井
ス
セ
ノ
さ
ん

（
金
井
沢
）
へ
の
賀
寿
贈
呈

式
が
、
同
日
、
自
宅
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

大
宅
町
長
か
ら
賀
寿
状

と
祝
い
金
の
贈
呈
が
行
わ

れ
た
後
、
ひ
孫
の
柚ゆ

ず

き紀
ち
ゃ

ん
と
涼す

ず

か伽
ち
ゃ
ん
か
ら
花

束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

室
井
さ
ん
は
６
人
兄
妹

で
、
兄
妹
全
員
が
長
生
き

さ
れ
た
そ
う
で
、
三
度
の

食
事
を
し
っ
か
り
食
べ
る

こ
と
が
、
長
寿
の
秘
訣
だ

そ
う
で
す
。

大宅町長から

賀寿状を受け

取る星昌さん

（右）

大宅町長から

賀寿状を受け

取る室井スセ

ノさん（左）
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びわのかげ保育所

元気いっぱいの子どもたち

年長組「にじ組」の教室

４

　びわのかげ保育所は、施設本体が木造である
上、子どもたちのいすや机も地元の木材を使って
作られており、木をふんだんに使ったとても温か
みのある施設です。
　また、太陽光発電によるクリーンエネルギーを
利用した、自然環境にやさしい施設です。

■びわのかげ保育所の概要

場所：南会津町永田字枇杷影１番地１
面積：1,488.9㎡（延床面積）
定員：１２０名


